
琉球大学学術リポジトリ

台湾の農業事情 (下の2)

言語: 

出版者: 琉球大学農家政学部

公開日: 2011-06-24

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 新垣, 真保, Arakaki, Shinpo

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

http://hdl.handle.net/20.500.12000/20710URL



台湾 の 農 業 事 情 (下の2)

(5)大豆 :台湾 に於ける大豆は戦前は局地的に在

来種が作 られて微々たるものであ り､経楢作物でなか

ったが単文後棒に最近は新興の経済作物 として注 目され

てきた｡単文後各地区の試験研究機関で外国より導入 し

た優良品種が200余種で適応試験や育成の過程 を経

て多くの優良品種が作 り出されている｡現在奨励品種

となっているのが三国､百美豆､十石､和歌島､愛家

豆､多q=.豆の 6品種であるO尚お其の外に台中の中興

大ノF_･に於ては国内外から約 1,200品種を蒐めて適応 と

'I=.態の試験 を実施 L以上の外に用途別良品種 を育成 し

ている.上記品種の内三石､十石､和歌烏は日本よ り

串入馴化 された品種であ り､百美豆､愛家豆､多生豆

は米国より導入 し馴化選抜 された品種である｡台湾 に

於ても昧咽､皆油､豆腐等は庶民料王y_(二よく用いられ

るし､又食油源 として及び地力の維持増進のために重

要作物である.単葉後特に最近は生産が急増 L戦前に比

べ ると7百倍以上の生産高となっている0年 3回作 ら

れる｡即 ちfT中の例 をいうと春 2月､夏 7月上旬～8

月中旬､秋 9月下旬～10月上旬であ り､屑東地区には

在来系統 よ り育成 されたもので11月頃迄栽培可能 な品

種 もある｡

(6)莱 :台湾の茶は単文前から烏能茶 (香花で着香

Lか ､)､旬種茶 (香花で着香する)として特に沖縄

には馴染みが深い｡以上の外近年は紅茶の生産が伸び

て来ているO何れも醸酵茶であり､緑茶の生産は微々

たるものて叩日題にならなし､o茶の F_産地はE]日揮を中

心 とするfT湾の中央部､f†湾で海岸線 を持たない唯一

のL1.i.･両校県であ り本県で令.e)の 7割以上がFF.掩 されて

いる.同駅には丁度中央部にダム又は観光地 とLて余

りにもイl'名な口月描 (/J<両の高さ海抜700米､燕社が近

くにあーて遊覧船で廻遊 でき帯社の娘通の円舞 も見ら

れる)があ り､その近 くにrT戊談の分所一魚池茶業試

験分11rがある.試験 風域は標高850米の場所にあ-,て

涼 しい場所だった｡南投県の茶産地は標高6α)～1,0Ⅸ)

米の地帯でpHが5-5.5の排水の良い高冷地帯である｡

茶には収穫期から見て春茶､夏茶､秋茶の別があ り､

拳法品に して春茶はタt朝 良 く､夏茶は滋味 と香'/tに富み､

秋茶は香 しいとのことだった｡牛(.'HI商二集い･1敗者通12回

であるが肥培管岬 を良 くすれば15-16回はとれる山｡

収虫比は年間令収虫を100%とすれば春夏は夫々40%､

秋20%の割 らしく､年間令収見'J三兼でha､J14,000kgと

れるらしい｡Rl茶歩留 りはその÷即 ちノl:.兼の25%が製

茶重丑になる｡魚池の試験所に於ては外国から色 々な

品種 を取寄せて主とLて紅茶の試験 をしているがア /

サム種 とキンモ ン種との交雑種がIli･も成細が良いとい

うていたO･]r続 き,iIifT上の紅茶の魁茶 E'jl"1を操業中の

所 を見学 した｡紅茶 を試飲 させて頂 いたが色 も香 も見

事だった｡高台上からは南投県の茶畑が遥 か遠 くまで

見波 されたo序でに包種茶 に着香するためにmいられ

る香花類-やえくちなし､莱荊花､秀英花､樹献花等

の香花の大産地は台北市郊外横水河沼岸のようだがそ

こは上質が良 く､摘花女が多く､且つ台北の包種茶工

場 (再製丁場)に近いためだらうと思われる｡工場は

香花 を上がりから買入れて使用 している.

茶の′F_席 も郎前よりいくらか殖 えている｡令輸出品

中で4.15%を占めバナナに次いでいる｡

(7)パ イナ ップル :沖縄 と関係の深 いパイナップ

ルのことにふれてみよう｡台湾のパイナ ノプルの主産

地は南部地方であ り､高雄県､厚東県､台来県で多く目

についた｡蒸発と胤 Uの園芸試験所で色々な試験がな

されていた｡轟弟試験所47lla､胤 J胤 醸所70ha位､共

(:大府税であるO勿論パイナ ノプルだけでなくパパイ

ヤ､ブンタン類､サボジラ､リュウガン､ レイシ､マ

ンゴー､アボガ ド等其の他大低の熱帯果樹類の試験が

行われている｡パイナップルの品種はシンガポールと

スムースカイエ ンから育成 された台位4号がllll･も良い

というでいた｡比間では殆 んど山の中版や傾斜地に作

られていた｡fT束では操業中のfT糖公司/り ナ ノプル

｢..唱を妃たが瀬i羊- を誇 る大1-.城で従業f1700名､臨

時雇f-14,000才1とのこと.詰話 とジュースを作一'てお

J)ジャムは作-,てなか-,た｡第3点で見るよう(:雛前

Ili-.I:.iに比べ仙椎lrl棚は僅かに落 ちているがJに姥-.:,I;が23
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･5%､ha当収丑が約30%伸びている｡又第4蓑と第6

表で分る如 く缶詰の生産高は戦前敏高より67.1%伸び

ており､又農産関係輸出品では砂糖に次いで第 2位で

あり､全輸出額の5.65%を示 している等のことでもパ

イナップルの重要性が分る｡パイナップルの加工販売

は甘蕉 (砂糖)と同様に台糖公司 (半官半民会社)が

取扱っている｡

(8)其 の他 の作 物 重要作物は以上の外にも数多

あるが紙面の都合で詳述で きか ､｡先づ第3表でその

消長を見てもらいたい｡′｣､麦の生産高が単文前の6百倍

第 4表 農産関係主要工業品の生産高

美行時 別 砂 棚1000 バイナ ップ 結 小変粉rrl.I. 所 とビール ? /{= 舶糸 綿 織 物 舵∩.t. 相称 由期 l巾.l. ル慕 dI.000% hl. mHHonpieces rJb 1,㈱ 一一一. K.I.

和荊巌高 I,374 1.674 8,800 509.597 3.854 2,970 I,682 25.547 ll,5W

46 86 200 2,576 191.643 i.641 2,260 2,558 2.952 2.530

56 767 1,132 159.034 821,953 10.878 134.681 142.426 49,357 856,312

961 924 2.798 195,407 1.033.672 12.266 268.992 L86,545 105,834 1,374,584

出所 :台湾統計資料杏

第 5表 台湾の輸出品組成 (1962年台湾統計資料書)

頬別年 合 併 (US$1.000) 百 分 率 (%)
合計 農産物 加 工 工 兵 非の他 合計 農産物 加 工 I # 共の

時 農産物 11 品 農産物 tJ E.E'" 由

1950 93,074 6.793 78.966 6,782 533 loo.0 7.3 84.8 7.3 0.6

1955 133,441 39.769 83.583 7.276 2.813 loo.0 29ー8 62.6 5,5 2.1

ー960 169.866 19.997 94,873 51,767 3,229 l(X).0 11ー8 55.8 30.5 1.9

第 6表 主要輸出品別金額 (US$1,000)

台糖公司のパイン加工場 (台東)

a年 別時 合一r 砂糖 米 JA物 パイナ-ノプル島 地 莱 バナナ 全Jiと機械類 化学*E,r諾, 木材とそ の射 品 シ トロふラ油 石 炭 七ノ ントと建策材料 塩 故 とパルプ 相子 其の他の鼻庶物 姫の他

)950 93.074 74.251 2.870 - 116 2,693 I,255 2.297 - - I,633 368 27 1.919 - 468 - 5.177

1955 133,441 67.919 32.764 972 5,562 5.594 3,991 2.299 258 806 3,548 631 53 2,077 505 1.692 874 3.891

】960 169,866 74.400 4.320 21.152 8.472 6,347 6,851 6.197 6,760 5.513 3.450 4,118 2,303 2,464 2.512 1.298 3,418 10.291

196l 214.041 6l,096 lO.㈱ 27.793 12,LO4 8.鎗9 10.670 12.067 15,762 ll.129 3,828 3,890 6.854 2,401 3.694 1.105 3.551 19.128

出所 :台湾統計資料香1962
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程 に増 している｡サ ビ病 に梓 に強いW.S.17とかい う

品種 も米国か ら導入 されていた｡小麦は台中29号､同

30号の早生系の栽培が多いようだ｡綿花の生産高が戦

前 よ り86.5%増 し尚､工業品関係だが第4表に於て綿

糸､綿織物の生産高が夫々9千倍 か ら1万 1千倍 にも

増加 していることは台湾が逐年工業化 されつつあるこ

とを物言吾る｡

バナナは面積 も生産 も遥 かに戦前 に及ばず当時の60

%位 しか生産 されてない｡大低傾斜地 に栽培 されてい

る｡バナナは全輸出品中で約 5%を占め茶 よ りは大 き

くパ イナ ップルに次 ぎ矢張 り特産物 として重要性が大

きい｡黄麻 と亜麻の生産 も盛 んである｡何れ も水稲裏

作に作 られ る｡黄麻は面積 は半減 しても単収 は2倍 に

殖 え戦前の生産 を維持 してし､るO柑橘類 は面積 も生産

高も約 1.5倍 に増 しているが単収が僅 かに落 ちている

のは樹令の関係 か.シ トロネラは禾本科の一種の茅で

その秦 を蒸溜 して香油 を採取す る｡香料作物 として重

要 なものの一つで品種によ り0.4-1.0%位の香油がと

れ る｡香水や石鹸の香料に用いられ るO 日照 と排 水の

良し､肥 え地 に適 し新竹県を主産地 とし全島に亘 り栽培

が盛 んである｡最近含油率の高い品種が導入 された｡

香油の生産は戦前の 530倍｡油菜は 2期水稲表作 に作

られ食油原料､新竹以南寡弟以北が産地､1万ha以上

の両税｡台中枠一号､新竹持一号等早生多収品種があ

る｡タバ コも2期水稲裏作に作 られ落花生に次 ぐ評価

である (第2衷)｡ トウモロコシは素養市西方朴子 に

育種場 がある.OH43×OH45で台農 7号 とい う良品を

育成 してし､た｡又台南農改所では台南 1号､同 5号の

良品種 を育成 していた｡2期水稲裏作か高地の僻地 に

作 られ る｡早生､楼生 耐早性が育 種 目標｡在来種 も

多いとのこと｡春秋 2回作で約 4,000ha作 られている｡

序でに緑肥作物の レンゲ (紫雲英)に就 いて一言 した

い｡ レンゲは元来台湾 になく又出来 ない作物 とされて

し､た由だが､台湾 に導入 されて50余年でよ く馴化 し今

では 1期水稲の裏作 として台湾でも良 く出来 るように

なっている｡元来 日本から取寄せたものだが今ではす

っか り馴化適応 して日本の ものとは生態､形態 も異 っ

たものになっているとの台中農試で許があった｡

(新 垣 真 保 )
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